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(57)【要約】
　ユーザ機器（ＵＥ）のためのアクティブなチャネル状
態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を示すための技法
が開示される。ＵＥは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成で構成
されることができ、そのＣＳＩ－ＲＳ構成のうちのどれ
がアクティブであるかを示すシグナリングを受信しうる
。改善されたパフォーマンスが、アクティブなＣＳＩ－
ＲＳ構成を動的にシグナリングすることによって取得さ
れうる。一例において、ＵＥは、ＵＥのために構成され
た複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第１のシグナリング（
例えば、上位レイヤシグナリング）を受信しうる。ＵＥ
は、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ
－ＲＳ構成を示す第２のシグナリング（例えば、下位レ
イヤシグナリング）を受信しうる。（複数を含む）アク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成
のすべてまたはサブセットを含みうる。ＵＥは、ＵＥの
ための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
に基づいて、少なくとも１つの通信タスクを実行しうる
。（複数を含む）通信タスクは、ディレートマッチング
、ＣＳＩ報告、セルセットの管理等を含みうる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のために構成された複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）構成を示す第１のシグナリングを受信することと、
　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグナ
リングを受信することと、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記
複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記
ＵＥによって少なくとも１つの通信タスクを実行することと、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　第１のシグナリングを前記受信することは、前記ＵＥのために構成された前記複数のＣ
ＳＩ－ＲＳ構成を示す上位レイヤシグナリングを受信することを備え、ここにおいて、第
２のシグナリングを前記受信することは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクテ
ィブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す下位レイヤシグナリングを受信することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　第１のシグナリングを前記受信することは、前記ＵＥのために構成された前記複数のＣ
ＳＩ－ＲＳ構成を示す無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを受信することを備え、
ここにおいて、第２のシグナリングを前記受信することは、前記ＵＥのための前記少なく
とも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す媒体アクセス制御（ＭＡＣ）を介して、
または物理チャネル上で制御情報を受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために静的または半静的に構成され、ここ
において、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、動的に前記ＵＥへシ
グナリングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記第２の
シグナリングを前記受信することは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットにおける
前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを受
信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブであり、第２の
通信タスクのために非アクティブである、ＣＳＩ－ＲＳ構成を備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは
非アクティブにされることができ、第２の通信タスクのために常にアクティブである、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ構成を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは
非アクティブにされることができる第１のＣＳＩ－ＲＳ構成と、第２の通信タスクのため
に常にアクティブな第２のＣＳＩ－ＲＳ構成とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセット
と第２のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のセットを備え、ここにおいて、前記ＵＥ
のための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前
記第１または第２のセットの何れかを備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも２つのセットを備え、
ＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットは、前記ＵＥによって１つまたは複数の通信タスクと関連付
けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のシグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記少なくとも２つのセットのための
少なくとも２ビットを有するビットマップを備え、前記ビットマップの各ビットは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成の関連付けられたセットが前記ＵＥのためにアクティブであるかを示す、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのグループは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記少なくとも
２つのセットに基づいて形成され、ＣＳＩ－ＲＳ構成の各グループは、ＣＳＩ－ＲＳ構成
の少なくとも１つのセットを含み、ここにおいて、前記第２のシグナリングは、ＣＳＩ－
ＲＳ構成の前記少なくとも１つのグループのための少なくとも１ビットを有するビットマ
ップを備え、前記ビットマップの各ビットは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられたグルー
プが前記ＵＥのためにアクティブであるかを示す、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　第２のシグナリングを前記受信することは、ブロードキャストチャネルを介してセルに
おけるすべてのＵＥへ送られた、または、マルチキャストチャネルを介して前記ＵＥを含
むＵＥのグループへ送られた、前記第２のシグナリングを受信することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ＣＳＩフィードバックを決定すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルのための
ディレートマッチングを実行することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第１
の物理チャネルのためのディレートマッチングを実行することと、
　前記ＵＥのために構成された前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２の物理チャネ
ルのためのディレートマッチングを実行することと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて干渉を推定することを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１８】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記ＵＥにサービス提供するために選択
可能なセルのセットを維持することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のＣＳＩ－ＲＳタイプを決定することをさらに備え、
　ここにおいて、少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、第１のＣＳＩ－Ｒ
ＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を考慮し、第２のＣＳＩ－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を
考慮しないことによってディレートマッチングを実行することを備える、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項２０】
　少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリ
ングを受信することと、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づ
いて前記少なくとも１つの近隣セルからＣＳＩ－ＲＳのための干渉消去を実行することと
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　　ユーザ機器（ＵＥ）のために構成された複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）構成を示す第１のシグナリングを受信することと、
　　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグ
ナリングを受信することと、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、前
記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前
記ＵＥによって少なくとも１つの通信タスクを実行することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２２】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記少なく
とも１つのプロセッサは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットにおける少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを受信するように構
成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ＣＳＩフィードバックを決定するように構成される、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルのためのディレートマッ
チングを実行するように構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　ユーザ機器（ＵＥ）のために構成された複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）構成を示す第１のシグナリングを受信するための手段と、
　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグナ
リングを受信するための手段と、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は
、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記
ＵＥによって少なくとも１つの通信タスクを実行するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２６】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記第２の
シグナリングを受信するための前記手段は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットに
おける少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを
受信するための手段を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
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　少なくとも１つの通信タスクを実行するための前記手段は、前記ＵＥのための前記少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ＣＳＩフィードバックを決定す
るための手段を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　少なくとも１つの通信タスクを実行するための前記手段は、前記ＵＥのための前記少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルの
ためのディレートマッチングを実行するための手段を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　　ユーザ機器（ＵＥ）のために構成された複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）構成を示す第１のシグナリングを少なくとも１つのプロセッサに受信させるための
コードと、
　　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグ
ナリングを前記少なくとも１つのプロセッサに受信させるためのコードと、前記少なくと
も１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたは
サブセットを含む、
　　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前
記ＵＥによって少なくとも１つの通信タスクを前記少なくとも１つのプロセッサに実行さ
せるためのコードと、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を有するユーザ機器（ＵＥ）を
構成するための第１のシグナリングを送ることと、
　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すための第２の
シグナリングを送ることと、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、前
記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少な
くとも１つの通信タスクを実行することと、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項３１】
　第１のシグナリングを前記送ることは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を有する前記ＵＥ
を構成するために上位レイヤシグナリングを送ることを備え、ここにおいて、第２のシグ
ナリングを前記送ることは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ
－ＲＳ構成を示すために下位レイヤシグナリングを送ることを備える、請求項３０に記載
の方法。
【請求項３２】
　第１のシグナリングを前記送ることは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を有する前記ＵＥ
を構成するために無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを送ることを備え、ここにお
いて、第２のシグナリングを前記送ることは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのア
クティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すために媒体アクセス制御（ＭＡＣ）を介して、または
物理チャネル上で制御情報を送ることを備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記第２の
シグナリングを前記送ることは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットにおける少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを送ることを
備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブであり、第２の
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通信タスクのために非アクティブであるＣＳＩ－ＲＳ構成を備える、請求項３０に記載の
方法。
【請求項３５】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは
非アクティブにされることができ、第２の通信タスクのために常にアクティブであるＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは
非アクティブにされることができる第１のＣＳＩ－ＲＳ構成と、第２の通信タスクのため
に常にアクティブな第２のＣＳＩ－ＲＳ構成を備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３７】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセット
と第２のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のセットを備え、ここにおいて、前記ＵＥ
のための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前
記第１または第２のセットの何れかを備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３８】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも２つのセットを備え、
ＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットは、１つまたは複数の通信タスクと関連付けられる、請求項
３０に記載の方法。
【請求項３９】
　前記第２のシグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記少なくとも２つのセットのための
少なくとも２ビットを有するビットマップを備え、前記ビットマップの各ビットは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成の関連付けられたセットが前記ＵＥのためにアクティブであるかを示す、請
求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのグループは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記少なくとも
２つのセットに基づいて形成され、ＣＳＩ－ＲＳ構成の各グループは、ＣＳＩ－ＲＳ構成
の少なくとも１つのセットを含み、ここにおいて、前記第２のシグナリングは、ＣＳＩ－
ＲＳ構成の前記少なくとも１つのグループのための少なくとも１ビットを有するビットマ
ップを備え、前記ビットマップの各ビットは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられたグルー
プが前記ＵＥのためにアクティブであるかを示す、請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
　第２のシグナリングを前記送ることは、ブロードキャストチャネルを介してセルにおけ
るすべてのＵＥへ、または、マルチキャストチャネルを介して前記ＵＥを含むＵＥのグル
ープへ、前記第２のシグナリングを送ることを備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項４２】
　少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリ
ングを送ることをさらに備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項４３】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、前記ＵＥによって決定されたＣＳＩフ
ィードバックを受信することを備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項４４】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、前記ＵＥのための前記少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルのための
レートマッチングを実行することを備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項４５】
　少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第１
の物理チャネルのためのレートマッチングを実行することと、
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　前記ＵＥのために構成された前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２の物理チャネ
ルのためのレートマッチングを実行することと、
　を備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項４６】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のＣＳＩ－ＲＳタイプを決定することをさらに備え、
　ここにおいて、少なくとも１つの通信タスクを前記実行することは、第１のＣＳＩ－Ｒ
ＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を考慮し、第２のＣＳＩ－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を
考慮しないことによってレートマッチングを実行することを備える、
　請求項３０に記載の方法。
【請求項４７】
　　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を有するユーザ機器（ＵＥ）
を構成するための第１のシグナリングを送ることと、
　　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すための第２
のシグナリングを送ることと、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、
前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少
なくとも１つの通信タスクを実行することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４８】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記少なく
とも１つのプロセッサは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットにおける少なくとも
１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを送るように構成さ
れる、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、前記ＵＥによって決定されたＣＳＩフィードバックを
受信するように構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルのためのレートマッチン
グを実行するように構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項５１】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を有するユーザ機器（ＵＥ）を
構成するための第１のシグナリングを送るための手段と、
　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すための第２の
シグナリングを送るための手段と、前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含む、
　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少な
くとも１つの通信タスクを実行するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５２】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのために常にアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
の第１のサブセットと前記ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされる
ことができるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットとを備え、ここにおいて、前記第２の
シグナリングを送るための前記手段は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記第２のサブセットにおけ
る少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す前記第２のシグナリングを送る
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ための手段を備える、請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　少なくとも１つの通信タスクを実行するための前記手段は、前記ＵＥのための前記少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、前記ＵＥによって決定されたＣ
ＳＩフィードバックを受信するための手段を備える、請求項５１に記載の装置。
【請求項５４】
　少なくとも１つの通信タスクを実行するための前記手段は、前記ＵＥのための前記少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少なくとも１つの物理チャネルの
ためのレートマッチングを実行するための手段を備える、請求項５１に記載の装置。
【請求項５５】
　　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を有するユーザ機器（ＵＥ）
を構成するための第１のシグナリングを少なくとも１つのプロセッサに送らせるためのコ
ードと、
　　前記ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すための第２
のシグナリングを前記少なくとも１つのプロセッサに送らせるためのコードと、前記少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてま
たはサブセットを含む、
　　前記ＵＥのための前記少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて少
なくとも１つの通信タスクを前記少なくとも１つのプロセッサに実行させるためのコード
と、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本願は、「アクティブなチャネル状態情報基準信号を示すための方法および装
置（METHOD AND APPARATUS FOR INDICATING ACTIVE CHANNEL STATE INFORMATION REFEREN
CE SIGNAL）」と題され、２０１２年８月１３日に出願された米国仮出願番号第６１／６
８２，５９４号に対する優先権を主張し、ここにその全体が参照により組み込まれている
。
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般的に、通信に関し、より具体的には、ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける通信をサポートするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャスト等のような、さまざまな通信コンテンツを提供するために広く展
開されている。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを
共有することによって複数のユーザをサポートできる多元接続ネットワークでありうる。
このような多元接続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワー
ク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ
－ＦＤＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、多数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサ
ポートすることができる多数の基地局を含みうる。ＵＥは、ダウンリンクとアップリンク
を介して、基地局と通信しうる。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵＥ
への通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信
リンクを指す。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]　ＵＥのためのアクティブなチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を
示すための技法がここに開示される。ＵＥは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成で構成され、その
ＣＳＩ－ＲＳ構成のうちのどれがアクティブであるかを示すシグナリングを受信しうる。
改善されたパフォーマンスは、ディレートマッチング（de-rate matching）および他の通
信タスクのために（常にすべての構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成がアクティブであると仮定
する代わりに）アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を動的にシグナリングすることによって取
得されうる。
【０００６】
　[0006]　一態様では、ＵＥは、ＵＥのために構成された複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を示す
第１のシグナリング（例えば、上位レイヤシグナリング）を受信しうる。ＵＥは、ＵＥの
ための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグナリング（例え
ば、下位レイヤシグナリング）を受信しうる。少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成は、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含みうる。第２のシグナ
リングは、個別のＣＳＩ－ＲＳ構成、またはＣＳＩ－ＲＳ構成のセット、またはＣＳＩ－
ＲＳ構成のグループに関連しうる。ＵＥは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブな
ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、少なくとも１つの通信タスクを実行しうる。（複数を含む
）通信タスクは、ディレートマッチング、ＣＳＩ報告、セルセットの管理等を含みうる。
【０００７】
　[0007]　本開示のさまざまな態様および特徴が、以下にさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、ワイヤレス通信ネットワークを示す。
【図２】図２は、典型的なフレーム構造を示す。
【図３】図３は、物理チャネルの典型的な送信を示す。
【図４】図４は、ＣＳＩ－ＲＳの典型的な送信を示す。
【図５】図５は、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成をシグナリングするためのメッセージフ
ローを示す。
【図６】図６は、ＵＥによってＣＳＩ－ＲＳを受信するためのプロセスを示す。
【図７】図７は、セルまたは基地局によってＣＳＩ－ＲＳを送信するためのプロセスを示
す。
【図８】図８は、基地局およびＵＥのブロック図を示す。
【図９】図９は、基地局およびＵＥの別のブロック図を示す。
【詳細な説明】
【０００９】
　[0017]　ここで説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のワイヤレスネットワークのようなさまざまなワイヤレス通信ネット
ワークのために使用されうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しば
しば交換可能に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（
ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００等のような無線技術をインプリメントしうる。ＵＴＲＡは
、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）、およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９
５、およびＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）の
ような無線技術をインプリメントしうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（
Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）
、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－ＦｉおよびＷｉ－Ｆｉダイレクト）、ＩＥＥＥ ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）等
のような無線技術をインプリメントしうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。周波
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数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方における、３ＧＰＰロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリン
ク上でＯＦＤＭＡを用い、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを用いる、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するＵＭＴＳの直近のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、
ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と
命名された団体からの文書内に説明されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第
３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と命名された団体からの文書内
に説明されている。ここで説明される技法は、上述されたワイヤレスネットワークおよび
無線技術のみならず、他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用されうる
。明確さのために、これら技法のある態様は、ＬＴＥに関して以下に説明され、また、以
下の説明の多くで、ＬＴＥ用語が使用されている。
【００１０】
　[0018]　図１は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネットワークであ
りうるワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、多
数の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）および他のネットワークエンティティを含みうる。ｅＮＢ
は、ＵＥおよび中継器（relays）と通信することができるエンティティであることができ
、ノードＢ、基地局、アクセスポイント等とも称されることができる。ｅＮＢは、特定の
地理的エリアのための通信カバレッジを提供し、カバレッジエリア内に位置したＵＥのた
めの通信をサポートしうる。ネットワーク容量を改善するために、ｅＮＢのカバレッジエ
リア全体は、複数の（例えば、３つの）より小さいエリアに分割されうる。各々のより小
さいエリアは、それぞれのｅＮＢサブシステムによってサービス提供されうる。３ＧＰＰ
では、「セル」という用語は、ｅＮＢのカバレッジエリア、および／または、このカバレ
ッジエリアにサービス提供する（serving）ｅＮＢサブシステムのことを指しうる。ｅＮ
Ｂは、１つまたは複数の（例えば、３つの）セルをサポートしうる。
【００１１】
　[0019]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または、何らかの
他のタイプのセルに対して通信カバレッジを提供しうる。マクロセルは、比較的大きい地
理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービス加入しているＵＥによ
る制限されていないアクセスを可能にしうる。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアを
カバーし、サービス加入しているＵＥによる制限されていないアクセスを可能にしうる。
フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（例えば、家）をカバーし、このフェムトセ
ルと関連性のあるＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscribe
r Group）におけるＵＥ）による制限されたアクセスを可能にしうる。図１に示される例
において、ワイヤレスネットワーク１００は、３つのマクロセル１１２ａ、１１２ｂ、お
よび１１２ｃのためのマクロｅＮＢ １１０、ピコセル１２４のためのピコｅＮＢ １１４
、およびフェムトセル１２６のためのホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）１１６を含む。ネットワ
ークコントローラ１４０は、ｅＮＢのセットに結合され、これらのｅＮＢのために調整お
よび制御を提供しうる。
【００１２】
　[0020]　ワイヤレスネットワーク１００は、中継器も含みうる。中継器は、アップスト
リーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／またはその他の情報の送信を
受信し、ダウンストリーム局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）にデータおよび／またはその
他の情報の送信を送ることができるエンティティでありうる。中継器はまた、他のＵＥに
対する送信を中継することができるＵＥでありうる。図１では、中継器１２０は、ｅＮＢ
 １１０とＵＥ １３０との間の通信を容易にするために、ｅＮＢ １１０およびＵＥ １３
０と通信しうる。
【００１３】
　[0021]　ＵＥ １３０から１３６は、ワイヤレスネットワーク全体にわたって分布され
ることができ、各ＵＥは、固定式または移動式であることができる。ＵＥはまた、移動局
、端末、アクセス端末、加入者ユニット、局等と称されうる。ＵＥは、セルラ電話、スマ
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ートフォン、タブレット、ワイヤレス通信デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレ
スモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤ
レスローカルループ（ＷＬＬ）局、ネットブック、スマートブック等でありうる。ＵＥは
、ｅＮＢ、中継器、その他のＵＥ等と通信することが可能でありうる。
【００１４】
　[0022]　ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を、そして
アップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。Ｏ
ＦＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、周波数範囲を複数の（ＮＦＦＴ個の）直交サブキャリアに
分割し、これらは、一般的に、トーン、ビン等とも称される。各サブキャリアは、データ
により変調されうる。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭを用いて周波数ドメインで、そ
して、ＳＣ－ＦＤＭを用いて時間ドメインで送られる。隣接するサブキャリア間の間隔は
、固定されることができ、サブキャリアの総数（ＮＦＦＴ個）は、キャリア帯域幅に依存
しうる。例えば、サブキャリアの間隔は、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）であることができ、
ＮＦＦＴは、１．４、３、５、１０または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のキャリア帯域幅に
対して、それぞれ、１２８、２５６、５１２、１０２４または２０４８に等しくなりうる
。
【００１５】
　[0023]　ワイヤレスネットワーク１００は、周波数分割複信（ＦＤＤ）および／または
時分割複信（ＴＤＤ）を利用しうる。ＦＤＤについて、ダウンリンクおよびアップリンク
は、別々の周波数を割り当てられうる。ダウンリンク送信は、ある周波数上で送られるこ
とができ、アップリンク送信は、別の周波数上で送られることができる。ＴＤＤについて
、ダウンリンクおよびアップリンクは、同じ周波数を共有することができ、ダウンリンク
送信およびアップリンク送信は、異なる時間期間において同じ周波数上で送られることが
できる。
【００１６】
　[0024]　図２は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための典型的なフレーム構造２００を示す。
ダウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの
単位に分割されうる。各無線フレームは、予め定められた持続時間（例えば、１０ミリ秒
（ｍｓ））を有し、０から９のインデックスで１０個のサブフレームに分割されうる。各
サブフレームは、２つのスロットを含みうる。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間を含み
、例えば、（図２において示されるように）通常のサイクリックプレフィックスについて
は７個のシンボル期間を、または、拡張されたサイクリックプレフィックスについては６
個のシンボル期間を含みうる。各サブフレームにおける２Ｌ個のシンボル期間は、０から
２Ｌ－１個のインデックスを割り当てられうる。
【００１７】
　[0025]　ダウンリンクおよびアップリンクの各々についての利用可能な時間周波数リソ
ースは、リソースブロック（ＲＢ）に分割されうる。ＲＢの数は、キャリア帯域幅に依存
し、１．４から２０ＭＨｚのキャリア帯域幅に対して、それぞれ６から１１０個のＲＢに
及びうる。各ＲＢは、１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーし、多くの
リソースエレメントを含みうる。各リソースエレメントは、１つのシンボル期間において
１つのサブキャリアをカバーすることができ、１つの変調シンボルを送るために使用され
ることができ、これは、実数値あるいは複素数値であることができる。
【００１８】
　[0026]　ダウンリンクのためのサブフレームは、ダウンリンクサブフレームと称される
ことができ、アップリンクのためのサブフレームは、アップリンクサブフレームと称され
ることができる。図２に示されるように、ダウンリンクサブフレームは、制御領域とデー
タ領域とを含むことができ、これらは時分割多重化（ＴＤＭ）されうる。制御領域は、ダ
ウンリンクサブフレームの最初のＱ個のシンボル期間を含むことができ、ここで、Ｑは、
１、２、３または４に等しくなりうる。Ｑは、サブフレームからサブフレームへと変化し
、ダウンリンクサブフレームの第１のシンボル期間において搬送されうる。データ領域は
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、ダウンリンクサブフレームの残りのシンボル期間を含みうる。
【００１９】
　[0027]　セルは、各ダウンリンクサブフレームのある特定のシンボル期間においてセル
特有の基準信号（ＣＲＳ）を送信しうる。基準信号は、送信機および受信機によってアプ
リオリに知られている信号であり、パイロットとも称されうる。ＣＲＳは、例えば、セル
識別子（ＩＤ）に基づいて生成される、セルに特有の基準信号である。ＣＲＳは、コヒー
レント復調、時間および／または周波数同期等のようなさまざまな目的のために使用され
うる。
【００２０】
　[0028]　セルは、ダウンリンクサブフレームの制御領域において、物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および／または他の物理チャネルを送信しうる。ＰＤＣＣＨは
、ダウンリンクグラント（grants）、アップリンクグラント、送信電力制御（ＴＰＣ）情
報等のようなダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送しうる。セルはまた、ダウンリンク
サブフレームのデータ領域において、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、拡
張されたＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、および／または他の物理チャネルも送信しうる。
ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジューリングされたＵＥのた
めのデータおよび／または他の情報を搬送しうる。ｅＰＤＣＣＨは、ＤＣＩおよび／また
は他の情報を搬送しうる。
【００２１】
　[0029]　図３は、セルによるダウンリンクサブフレームにおけるＰＤＣＣＨ、ｅＰＤＣ
ＣＨ、およびＰＤＳＣＨの典型的な送信を示す。ＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨは、ＬＴＥ
リリース８およびそれ以降でサポートされ、ｅＰＤＣＣＨは、ＬＴＥリリース１１および
／またはそれ以降でサポートされうる。セルは、ダウンリンクサブフレームの制御領域に
おいて、ＰＤＣＣＨの１つまたは複数のインスタンス（instances）を送信しうる。ＰＤ
ＣＣＨの各インスタンスは、１つまたは複数の制御チャネルエレメント（ＣＣＥ）におい
て送信されることができ、各ＣＣＥは、３６個のリソースエレメントを含む。ＰＤＣＣＨ
の各インスタンスは、キャリア帯域幅全体にわたって送信されうる。
【００２２】
　[0030]　セルは、ＰＤＳＣＨと同様に、ダウンリンクサブフレームのデータ領域におい
てｅＰＤＣＣＨを送信しうる。ｅＰＤＣＣＨは、制御チャネル容量を増加させるため、周
波数ドメインのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ：inter-cell interference coordination）を
サポートするため、制御チャネルリソースの空間的再使用を改善するため、ビームフォー
ミングおよび／またはダイバーシチをサポートするため、制御情報を搬送しないキャリア
上での動作をサポートするため、ブロードキャスト／ＭＢＳＦＮサブフレームにおける動
作をサポートするため、ＬＴＥリリース８に基づいて動作するレガシーＵＥをサポートす
るキャリア上での共存をサポートするため等のようなさまざまな目的のために使用されう
る。
【００２３】
　[0031]　ＬＴＥにおけるさまざまなチャネルは、「発展型ユニバーサル地上無線アクセ
ス（Ｅ－ＵＴＲＡ）； 物理チャネルおよび変調（“Evolved Universal Terrestrial Rad
io Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation,”）」と題された、３ＧＰＰ 
ＴＳ ３６．２１１において説明されており、またこれは公衆に利用可能である。
【００２４】
　[0032]　ワイヤレスネットワーク１００は、複数のキャリア上での動作をサポートする
ことができ、これはキャリアアグリゲーションまたはマルチキャリア動作と称されること
ができる。キャリアは、通信のために使用される周波数の範囲を指し、ある特定の特徴に
関連付けられうる。例えば、キャリアは、キャリア上の動作を記述する制御情報および／
またはシステム情報と関連付けられうる。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）
、周波数チャネル、セル等とも称されうる。ＵＥは、キャリアアグリゲーションのために
、アップリンクのための１つまたは複数のキャリアおよびダウンリンクのための複数のキ
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ャリアで、構成されうる。セルは、ＵＥへの１つまたは複数のキャリア上でデータおよび
ＤＣＩを送信しうる。ＵＥは、セルへ１つまたは複数のキャリア上でデータとアップリン
ク制御情報（ＵＣＩ）を送信しうる。
【００２５】
　[0033]　ワイヤレスネットワーク１００は、「レガシー」キャリア上の動作をサポート
しうる。レガシーキャリアは、ＬＴＥリリース８において定義されるような動作をサポー
トするキャリアでありうる。ダウンリンクのためのレガシーキャリアは、プライマリ同期
信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ）、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および／またはキャリア上のＵＥのための通信をサポ
ートするための他の信号および物理チャネルの送信をサポートしうる。アップリンクのた
めのレガシーキャリアは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）および／またはキャリア上のＵＥのための通信をサポー
トするための他の信号および物理チャネルの送信をサポートしうる。
【００２６】
　[0034]　ワイヤレスネットワーク１００は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク
上の新しいキャリアタイプ（ＮＣＴ）のキャリア上での動作もサポートしうる。新しいキ
ャリアタイプのキャリアは、ＮＣＴキャリア、新しいキャリア等とも称されうる。ＮＣＴ
キャリアは、ＬＴＥリリース８をサポートするレガシーキャリアと後方互換ではないこと
がある。例えば、ＣＲＳは、レガシーキャリアの場合にそうでありうるように、ダウンリ
ンクサブフレーム毎の代わりに、ダウンリンクサブフレームのサブセット（例えば、５つ
のダウンリンクサブフレーム毎）においてＮＣＴキャリア上で送信されうる。さらに、Ｃ
ＲＳは、（レガシーキャリアの場合にそうでありうるように、複数のアンテナポートを介
するおよび／またはキャリア帯域幅全体にわたる代わりに）１つのアンテナポートのみを
介しておよび／または狭帯域にわたって送信されうる。ＮＣＴキャリア上のＣＲＳのこれ
らの特徴は、ダウンリンクオーバーヘッドを低減させ、セルのためにエネルギの節約を提
供しうる。
【００２７】
　[0035]　ＮＣＴキャリアは、独立型（standalone）キャリアでありうるか、またはキャ
リアアグリゲーションの一部としてレガシーキャリアと関連付けられうる。ＮＣＴキャリ
アは、例えば、いくつかのダウンリンクサブフレームまたは場合によってはすべてのダウ
ンリンクサブフレームにおいて、制御領域を有していないこともある。ＮＣＴキャリアは
、（ｉ）ＤＣＩを搬送するようにｅＰＤＣＣＨおよび／またはＮＣＴキャリアのデータ領
域において送られた他の制御チャネルに、および／または（ｉｉ）ＤＣＩを搬送するよう
に別のキャリアに、依拠（rely on）しうる。
【００２８】
　[0036]　図２に戻って参照すると、セルは、ある特定のダウンリンクサブフレームのあ
る特定のシンボル期間においてＣＳＩ－ＲＳを送信しうる。ＣＳＩ－ＲＳは、チャネル測
定、干渉測定、ＣＳＩフィードバック、セルセットの管理等のようなさまざまな目的のた
めに使用されうる。図２において示される例において、ＣＳＩ－ＲＳは各無線フレームの
ダウンリンクサブフレーム０および５において５ミリ秒毎に送信される。ＣＳＩ－ＲＳは
また、他の周期性で（with)および／または他のダウンリンクサブフレームにおいて送信
されうる。
【００２９】
　[0037]　ＬＴＥリリース１０およびそれ以降は、多数のＣＳＩ－ＲＳ構成をサポートす
る。各ＣＳＩ－ＲＳ構成は、その中でＣＳＩ－ＲＳが送信されうる、指定の（specific）
サブキャリア、指定のシンボル、および指定のスロットと関連付けられる。ＬＴＥリリー
ス１０およびそれ以降はまた、ポートインデックスｐ＝１５を有する１つのアンテナポー
ト、またはポートインデックスｐ＝１５，１６を有する２つのアンテナポート、またはポ
ートインデックスｐ＝１５，…，１８を有する４つのアンテナポート、またはポートイン
デックスｐ＝１５，…，２２を有する８つのアンテナポートからの、ＣＳＩ－ＲＳの送信
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、以下のように与えられうる：
【数１】

【数２】

【００３０】
　　ここで、ｋは、その上でＣＳＩ－ＲＳが送信されるサブキャリアのインデックスであ
り、
　　ｋ’は、ＣＳＩ－ＲＳ構成によって提供されるサブキャリアオフセットであり、
　　ｋｐは、ＣＳＩ－ＲＳがそこから送信されるアンテナポートのためのオフセットであ
り、
　　ｍは、０から
【数３】

【００３１】
のインデックスであり、ここで
【数４】

【００３２】
は、ダウンリンク上のＲＢの数であり、
　　ｌは、その中でＣＳＩ－ＲＳが送信されるシンボル期間のインデックスであり、
　　ｌ’は、ＣＳＩ－ＲＳ構成によって提供されるシンボル期間オフセットであり、
　　ｌ”は、多くの場合において、０から１のインデックスである。
【００３３】
　[0038]　各ＣＳＩ－ＲＳ構成は、その中でＣＳＩ－ＲＳを送信するための、指定のサブ
キャリアオフセットｋ’、指定のシンボル期間オフセットｌ’、および指定のスロット（
ｎｓ ｍｏｄ ２）と関連付けられる。表１は、通常のサイクリックプレフィックスのため
の異なる可能なＣＳＩ－ＲＳ構成についてのｋ’、ｌ’、および（ｎｓ ｍｏｄ ２）の値
をリストする。ＣＳＩ－ＲＳ構成０から１９は、ＦＤＤおよびＴＤＤの両方について適用
可能であり、ＣＳＩ－ＲＳ構成２０から３１は、ＴＤＤについてのみ適用可能である。通
常のサイクリックプレフィックスおよび拡張されたサイクリックプレフィックスのための
異なる可能なＣＳＩ－ＲＳ構成についてのｋ’、ｌ’および（ｎｓ ｍｏｄ ２）の値は、
３ＧＰＰ ３６．２１１において与えられ、これは公衆に利用可能である。
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【表１】

【００３４】
　[0039]　図４は、通常のサイクリックプレフィックスのためのＣＳＩ－ＲＳ構成０に基
づいたＣＳＩ－ＲＳの典型的な送信を示す。ＣＳＩ－ＲＳ構成０について、ｋ’＝９、ｌ
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’＝５、および（ｎｓ ｍｏｄ ２）＝０である。通常のサイクリックプレフィックスにつ
いては、ＣＳＩ－ＲＳは、（ｉ）ｋｐ＝０およびｐ∈｛１５，１６｝を有する（with）左
のスロットのシンボル期間４および５におけるサブキャリア９上のアンテナポート１５お
よび１６から、（ｉｉ）ｋｐ＝－６およびｐ∈｛１７，１８｝を有する左のスロットのシ
ンボル期間４および５におけるサブキャリア３上のアンテナポート１７および１８から、
（ｉｉｉ）ｋｐ＝－１およびｐ∈｛１９，２０｝を有する左のスロットのシンボル期間４
および５におけるサブキャリア８上のアンテナポート１９および２０から、および（ｉｖ
）ｋｐ＝－７およびｐ∈｛２１，２２｝を有する左のスロットのシンボル期間４および５
におけるサブキャリア２上のアンテナポート２１および２２から、送信される。
【００３５】
　[0040]　ＵＥは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのような上位レイヤシグナ
リングを介してＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセットで構成されうる。ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成の異なるセットは、異なる目的にかなう（serve）ように指定されることができ（d
esignated）、異なる目的は、ＵＥによって実行される異なる通信タスクと関連付けられ
ることができる。ＵＥは、所与の目的のための１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ構成で構成
されうる。例えば、ＵＥは、ＣＳＩフィードバック、協調された（Coordinated）マルチ
ポイント（ＣｏＭＰ）セット管理、無線リンク管理／無線リソース管理（ＲＬＭ／ＲＲＭ
）等のような目的のための複数のＣＳＩ－ＲＳ構成で構成されうる。ＣＳＩフィードバッ
クは、ＵＥからセルへのＣＳＩの報告を参照しうる。ＣＳＩは、チャネル品質インジケー
タ（ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（Ｒ
Ｉ：rank indicator）等を含みうる。ＣｏＭＰセット管理は、ＵＥへのＣｏＭＰ送信に関
与（participate）できるセルのセットの管理を参照しうる。ＲＬＭ／ＲＲＭは、ダウン
リンクおよび／またはアップリンク上でＵＥにサービス提供するために選択されることが
できるセルのセットの管理を参照しうる。ＵＥは、異なる時々において、そのＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成の異なるものを使用しうる。ＣＳＩ－ＲＳ構成の使用は、本開示にしたがって、半
静的（semi-statically）、または動的にさえ（even）変化（change）しうる。
【００３６】
　[0041]　ＵＥは、同一のセルにおいて他のＵＥとＣＳＩ－ＲＳ構成を共有し、または他
のＵＥのＣＳＩ－ＲＳ構成と互換性があるＣＳＩ－ＲＳ構成で構成されうる。さらに、Ｕ
ＥへのＣＳＩ－ＲＳ構成の割り当ては、異なるセルに関連した考慮（consideration）を
反映（reflect）しうる。例えば、いくつかのＣＳＩ－ＲＳ構成は、他のＣＳＩ－ＲＳ構
成が主に（primarily）サービングセルの測定に関連しうる一方で、干渉管理、ＣｏＭＰ
セット、および他のマルチセル考慮を考慮に入れ（take into account）うる。
【００３７】
　[0042]　ＣＳＩ－ＲＳ構成は、非ゼロ電力（non-zero-power）送信またはゼロ電力（ze
ro-power）送信と関連付けられうる。例えば、ＵＥは、ＣＳＩフィードバックに関連する
チャネル測定のための非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットで構成されうる。ＵＥ
はまた、（ｉ）干渉測定の目的のためのゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のセットと、（
ｉｉ）そのＣＳＩフィードバックのために第２のＵＥによって監視される（monitored）
ＣＳＩ－ＲＳを説明する（account for）ためのゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成の第３のセッ
トで構成されうる。
【００３８】
　[0043]　ＵＥは、そのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてワイヤレスチャネルを測定し、チャ
ネル測定に基づいてＣＳＩを決定しうる。ＵＥは、ＵＥのための非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
構成および他のＵＥのためのゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ダウンリンクサブフ
レームのデータ領域において送られる物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨおよびｅＰＤＣ
ＣＨ）のためのディレートマッチングを実行しうる。ＵＥは、セルによって実行されるレ
ートマッチング（rate matching）に相補的な方法でディレートマッチングを実行しうる
。
【００３９】
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　[0044]　セル／送信機は、以下のように（as follows）、１つまたは複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成に基づいて物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）のためのレートマッチングを実行
しうる。セルは、（複数を含む）ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、（ｉ）物理チャネルに割
り当てられるすべてのリソースエレメント（またはデータリソースエレメント）と、（ｉ
ｉ）データリソースエレメントとオーバーラップする、ＣＳＩ－ＲＳのために使用される
すべてのリソースエレメント（またはＣＳＩ－ＲＳリソースエレメント）とを識別しうる
。セルは、ＣＳＩ－ＲＳリソースエレメントとオーバーラップするデータリソースエレメ
ントを除くことによって、物理チャネルを送信するために利用可能なリソースエレメント
の数を決定しうる。セルは、処理されたデータが物理チャネルのために利用可能なリソー
スエレメントにおいて送られることができるように、物理チャネルのためにデータを処理
（例えば、エンコードおよび変調）しうる。レートマッチングのために、セルは、ＣＳＩ
－ＲＳリソースエレメントとオーバーラップするデータリソースエレメント上で物理チャ
ネルのためにデータを送ることを回避しうる。セルは、送るための処理されたデータの量
が処理されたデータを送るために利用可能なリソースエレメントの数と一致することを確
実にしうる。
【００４０】
　[0045]　ＵＥ／受信機は、以下のように、１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ構成に基づい
て物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）のために相補的なディレートマッチングを実行し
うる。ＵＥは、（複数を含む）ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、（ｉ）物理チャネルに割り
当てられるすべてのリソースエレメント（またはデータリソースエレメント）と、（ｉｉ
）データリソースエレメントとオーバーラップする、ＣＳＩ－ＲＳのために使用されるす
べてのリソースエレメント（またはＣＳＩ－ＲＳリソースエレメント）とを識別しうる。
ＵＥは、データリソースエレメントから受信されたシンボルを取得しうる。ディレートマ
ッチングのために、ＵＥは、データシンボルがこれらのリソースエレメント上で送られな
いため、ＣＳＩ－ＲＳリソースエレメントとオーバーラップするデータリソースエレメン
トから受信されたシンボルを破棄しうる。ＵＥは、その後、ＣＳＩ－ＲＳリソースエレメ
ントとオーバーラップしないデータリソースエレメントから受信されたシンボルを処理（
例えば、復調および復号）しうる。
【００４１】
　[0046]　ＵＥは、そのすべてのＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチングを実行
しうる。ＵＥは、同一のセルにおける他のＵＥのためのＣＳＩ－ＲＳ構成を認識していな
いことがあり、これらの未知のＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチングを実行で
きないことがある。結果として、ＵＥは、未知のＣＳＩ－ＲＳ構成によって使用されるＣ
ＳＩ－ＲＳリソースエレメントから受信されたシンボルを（破棄する代わりに）処理しう
る。ＵＥのデータパフォーマンスは、未知のＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチ
ングを実行することに失敗することによって悪影響を与えられうる。したがって、ＵＥは
、ＵＥがこれらのＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチングを実行することおよび
パフォーマンスの劣化を回避することを可能にするために、同一のセルにおける他のＵＥ
のＣＳＩ－ＲＳ構成を通知されうる。
【００４２】
　[0047]　セルは、任意の所与の時において多数のＵＥにサービス提供しうる。各ＵＥは
、ＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセット、例えば、各目的のためのＣＳＩ－ＲＳ構
成の少なくとも１つのセット、で構成されうる。各セットは、任意の数のＣＳＩ－ＲＳ構
成を含みうる。セルは、ＵＥが物理チャネルのために良い復号パフォーマンスを取得する
ために、すべてのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、（ｉ）ＣＳＩ－ＲＳの測定を行い（make
 measurements of）、ＣＳＩ－ＲＳフィードバックを送るおよび／または他の機能を実行
することと、（ｉｉ）物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）のためのディレートマッチン
グを実行することを可能にするために、各ＵＥへの多くの非ゼロ電力およびゼロ電力ＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を搬送（例えば、上位レイヤシグナリングを介して）することを必要としう
る。
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【００４３】
　[0048]　セルによってサービス提供されるＵＥの数は、例えば、絶え間ない（continua
l）ＵＥの発着（arrivals and departures）、ＣｏＭＰにおける動的なセルの交換等のた
め、動的に変化しうる。さらに、所与の地理的エリアにおいてアクティブなセルは、動的
に変化しうる。例えば、その中で多くの小さな低電力セルが、マクロセルのカバレッジエ
リア内に存在しうる、過度に密集した（hyperdense）ワイヤレスネットワークにおいて、
トラヒックローディング（traffic loading）、干渉条件（condition）等のようなさまざ
まな要因に依存して、いくつかの低電力セルは、完全にオフされるか、部分的にオンされ
る（例えば、サブフレームの限定されたセットにおいてのみオンされる）か、または十分
にオンされうる。ＴＤＤについては、セルのアップリンク－ダウンリンクサブフレーム構
成は、異なるセルに対するダウンリンクサブフレームおよびアップリンクサブフレームが
次第に変化しうるように、動的に変化しうる。動的に変化しているＵＥおよび／または動
的に変化しているセルは、ＣＳＩ－ＲＳのためのリソースを効率的に管理することを難し
く（challenging）しうる。
【００４４】
　[0049]　本開示の一態様では、ＵＥは、第１のシグナリングを介してＣＳＩ－ＲＳ構成
の１つまたは複数のセットで構成されることができ、基地局／セルは、そのＣＳＩ－ＲＳ
構成のうちのどれがアクティブであるかを示すために、第２のシグナリングをＵＥへ送る
ことができる。構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成は、使用に割り当てられるＣＳＩ－ＲＳ構成
であり、ＵＥによって使用されうる。アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、少なくとも１つ
の通信タスク、例えば、レートマッチング、ディレートマッチング等のために考慮される
ＣＳＩ－ＲＳ構成である。アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成において実際のＣＳＩ－ＲＳの
送信はあることもあり、ないこともある。アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＵＥのため
に構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含みうる。第１および第２の
シグナリングは、異なる特徴を有するシグナリング、異なる方法で送られるシグナリング
、異なる時間で送られるシグナリング、またはプロトコルスタックの異なるレイヤでのシ
グナリングに対応しうる。
【００４５】
　[0050]　ＵＥは、上位レイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣ）を介するＣＳＩ－ＲＳ構
成で構成されうる。しかしながら、上位レイヤシグナリングは、比較的に遅いことがあり
、また、より多くのリソースオーバーヘッドを必要としうる。したがって、ＵＥのために
構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成は、半静的であることができ、あったとしても（if at all
）まれに変化することができる。ここに開示されるように、基地局／セルは、構成された
ＣＳＩ－ＲＳ構成のうちのどのＣＳＩ－ＲＳ構成がアクティブかを示すための下位レイヤ
シグナリングを送りうる。下位レイヤシグナリングは、物理レイヤ（ＰＨＹ）またはメデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ）を介して送られ、上位レイヤシグナリングよりも速く、より
効率的でありうる。アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＰＨＹまたはＭＡＣにおいてより
速くより効率的な下位レイヤシグナリングを介して動的に（例えば、各サブフレームにお
いて）変化されうる。改善されたパフォーマンスが、ディレートマッチングおよび他の通
信タスクのために（常にすべての構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成がアクティブであると仮定
する代わりに）アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を動的にシグナリングすることによって取
得されうる。
【００４６】
　[0051]　一例において、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、１つのサブフレーム単位で
示され、または決定されうる。ＣＳＩ－ＲＳの存在は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットのた
めに、サブフレームに依存しうる。例えば、レートマッチングおよびディレートマッチン
グ上のＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットの影響（impact）は、サブフレームに依存しうる。し
たがって、１つのサブフレーム単位で示すまたは決定するアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
は、もしあるとすれば（if any）、サブフレームのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
に基づいて、各サブフレームにおいて適切に実行されるためにディレートマッチングを可
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能にしうる。
【００４７】
　[0052]　図５は、ＣＳＩ－ＲＳ構成を構成し、アクティブにする（activating）ための
典型的なメッセージフロー５００を示す。セルは、１つまたは複数の目的のための複数の
ＣＳＩ－ＲＳ構成を有するＵＥを構成しうる（ステップ５１２）。セルは、ＵＥのために
構成された複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を示す上位レイヤシグナリングを送りうる（ステップ
５１４）。ＵＥは、上位レイヤシグナリングを受信し、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を記憶し
うる（ステップ５１６）。セルは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－
ＲＳ構成を決定しうる（ステップ５１８）。セルは、ＵＥのための少なくとも１つのアク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す下位レイヤシグナリングを送りうる（ステップ５２０）
。
【００４８】
　[0053]　セルは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づ
いて、少なくとも１つの通信タスクを実行しうる（ステップ５２２）。ＵＥは、ＵＥのた
めの少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、少なくとも１つの相補
的な通信タスクを実行しうる（ステップ５２４）。例えば、少なくとも１つのアクティブ
なＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、セルは、レートマッチングを実行することができ、ＵＥ
は、ディレートマッチングを実行することができる。別の例では、少なくとも１つのアク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ＵＥは、ＣＳＩを決定および報告することができ
、セルは、ＣＳＩフィードバックを受信することができる。
【００４９】
　[0054]　アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、さまざまな方法で決定および適用されうる
。一例において、ＵＥは、上位レイヤシグナリングを介してＣＳＩ－ＲＳ構成の５つのセ
ットで構成されうる。ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の最初の２つのセットのみが第１のサブ
フレームにおいてアクティブであり、ＣＳＩ－ＲＳ構成の５つすべてのセットが第２のサ
ブフレームにおいてアクティブであることを示す下位レイヤシグナリングを受信しうる。
ＵＥは、第１のサブフレームにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成の最初の２つのセットと関連付け
られる通信タスク（例えば、ＣＳＩフィードバック）を実行しうる。ＵＥは、第２のサブ
フレームにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成の５つのセットと関連付けられる通信タスク（例えば
、ＣｏＭＰセット管理）を実行しうる。ＵＥはまた、第１のサブフレームにおけるＣＳＩ
－ＲＳ構成の最初の２つのセットに基づき、また、第２のサブフレームにおけるＣＳＩ－
ＲＳ構成の５つのセットに基づいてディレートマッチングを実行しうる。
【００５０】
　[0055]　別の例として、ＵＥは、上位レイヤシグナリングを介してＣＳＩ－ＲＳ構成の
２つのセットで構成されうる。ＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットは、５ｍｓ毎にＣＳＩ－
ＲＳ送信と関連付けられ、第１および第２のサブフレームにおいて存在しうる。ＣＳＩ－
ＲＳ構成の第２のセットは、１０ｍｓ毎にＣＳＩ－ＲＳ送信と関連付けられ、第２のサブ
フレームではなく、第１のサブフレームにおいて存在しうる。ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ構成
の２つのセットがアクティブであると示すシグナリングを受信しうる。ＵＥは、第１のサ
ブフレームにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成の２つのセットに基づき、また、第２のサブフレー
ムにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットのみに基づいてディレートマッチングを実行
しうる。
【００５１】
　[0056]　さらに別の例として、ＵＥは、第１のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第１の
セットおよび第２のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のセットで構成されうる。第１
および第２のセルは、ノードＢにおける２つのセル、同一のｅＮＢの２つのキャリア、２
つのｅＮＢにおける２つのセル等に対応しうる。ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の１つのセッ
トのみがアクティブであることを示すシグナリングを受信しうる。ＵＥは、その後、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成のアクティブなセットに関連する通信タスクを実行しうる。
【００５２】
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　[0057]　シグナリングは、所与のＵＥのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すた
めに、さまざまな方法で送られうる。一例において、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示
すユニキャストシグナリングは、具体的にはＵＥに送られうる。ユニキャストシグナリン
グは、（ｉ）１つまたは複数のイベントによってトリガされる場合、例えば、ＵＥのため
のアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成において変化がある場合、または（ｉｉ）定期的に、例
えば、Ｘ個のサブフレーム毎に、または（ｉｉｉ）ＣＳＩ－ＲＳの送信の前に、またはそ
れと同時に、送られうる。別の例において、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すマルチ
キャストシグナリングは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成によって影響を受けることがあ
る（例えば、同一のセルの中の）ＵＥのグループに送られうる。ＵＥのグループは、アク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリングについて、（例えば、ＬＴＥにおけるＰＤ
ＣＣＨ上で送られたＤＣＩ ３／３Ａグループ電力制御と同様に）マルチキャスト／グル
ープキャストのチャネルを監視し、このシグナリングに基づいて、ディレートマッチング
および／または他の通信タスクを実行しうる。さらに別の例において、アクティブなＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を示すブロードキャストのシグナリングは、セルにおけるすべてのＵＥに送
られうる。セルにおけるすべてのＵＥは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリ
ングについて、ブロードキャストチャネルを監視しうる。シグナリングは、定期的に、例
えば、Ｘ個のサブフレーム毎にブロードキャストされることがあり、ここで、Ｘは、任意
の整数値でありうる。
【００５３】
　[0058]　一例において、基地局／セルは、どのＣＳＩ－ＲＳ構成がアクティブであるか
を示すためのＰＤＣＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨ上でシグナリングを送りうる。別の
例において、ＭＡＣベースのシグナリングは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すため
に送られうる。例えば、キャリアのアクティベーション（activation）／ディアクティベ
ーション（deactivation）を示すために使用されるものと同様のＭＡＣベースのシグナリ
ングは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すために送られうる。さらに別の例において
、シグナリングは、半永続的に（semi-persistently）アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を
示すために送られ、半永続的なシグナリングと称されうる。例えば、アクティブなＣＳＩ
－ＲＳ構成のための半永続的なシグナリングは、トラヒックデータ送信のための拡張され
た時間期間のあいだにＵＥへリソースを割り当てるために使用される半永続的なスケジュ
ーリング（ＳＰＳ）シグナリングと同様の方法で送られうる。ＳＰＳシグナリングは、そ
の中でリソースグラントがデータの各送信のために送られる動的スケジューリングと比較
して、シグナリングオーバーヘッドを低減するために使用されうる。半永続的なシグナリ
ングは、拡張された時間期間のあいだ、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を搬送するために
使用されうる。例えば、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、終了の時間（termination ti
me）が満了する（reached）まで、またはアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成をキャンセルす
るためにシグナリングが送られるまで、有効でありうる。
【００５４】
　[0059]　一例において、シグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットがアクティブで
あるかを示しうる。例えば、ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ構成のＮ個のセットで構成されうる、
ここで、Ｎは、１またはそれより大きな任意の整数値でありうる。Ｎビットのビットマッ
プは、定義づけられ、ＵＥのために構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットのために１ビ
ットを含みうる。ビットマップの各ビットは、（ｉ）そのビットと関連付けられたＣＳＩ
－ＲＳ構成のセットがアクティブである場合、第１の値（例えば、「１」）に、または（
ｉｉ）ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられたセットがアクティブでない場合、第２の値（例
えば、「０」）に設定されうる。
【００５５】
　[0060]　別の例において、ＵＥのためのＣＳＩ－ＲＳ構成のセットは、グループに組織
化されることができ、ここで各グループはＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセットを
含む。例えば、ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ構成のＮ個のセットで構成されることができ、これ
は、Ｋ個のグループに編成されることができ、ここで、一般的には、１≦Ｋ≦Ｎである。
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シグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成のどのグループがアクティブであるかを示すために送
られうる。Ｋビットのビットマップは、定義づけられ、各グループについて１ビットを含
みうる。ビットマップの各ビットは、（ｉ）そのビットと関連付けられたＣＳＩ－ＲＳ構
成のグループがアクティブである場合、第１の値（例えば、「１」）に、または（ｉｉ）
ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられたグループがアクティブでない場合、第２の値（例えば
、「０」）に設定されうる。
【００５６】
　[0061]　ＵＥは、ＵＥのために常にアクティブでありうるＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまた
は複数のセットを有しうる。例えば、ＣＳＩチャネル測定のためのＣＳＩ－ＲＳ構成の１
つのセットおよび干渉測定のためのＣＳＩ－ＲＳ構成の１つのセットは、ＵＥのために常
にアクティブでありうる。別の例として、ＵＥのためのすべての非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
構成は、常にアクティブでありうる。一例において、ＵＥのためのＣＳＩ－ＲＳ構成のセ
ットは、（ｉ）ＵＥのために常にアクティブであるＣＳＩ－ＲＳ構成のプライマリグルー
プおよび（ｉｉ）ＵＥのためにアクティブにされる（activated）または非アクティブ（d
eactivated）にされることができるＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセカンダリグル
ープへ配置され（arranged）うる。シグナリングは、（複数を含む）セカンダリグループ
におけるＣＳＩ－ＲＳ構成のどのグループまたはセットがＵＥのためにアクティブである
かを示すために、（複数を含む）セカンダリグループのみのために送られうる。
【００５７】
　[0062]　ＵＥは、さまざまな方法でＣＳＩ－ＲＳを考慮に入れることによって、ディレ
ートマッチングを実行しうる。一例において、ＵＥは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成の
みのためにディレートマッチングを実行し、非アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成のためには
ディレートマッチングを実行しないことがありうる。別の例において、ＵＥは、ＣＳＩ－
ＲＳタイプに依存するディレートマッチングを実行しうる。各ＣＳＩ－ＲＳタイプは、異
なる目的に関連付けられうる。例えば、ＵＥは、ＣＳＩフィードバックのためのＣＳＩ－
ＲＳ構成の１つまたは複数のセット、ＣｏＭＰセット管理のためのＣＳＩ－ＲＳ構成の１
つまたは複数のセット、ＲＬＭ／ＲＲＭのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセ
ット、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成の１つまたは複数のセット、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構
成の１つまたは複数のセット等で構成されうる。異なるタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成は、デ
ィレートマッチングのために異なって（differently）シグナリングされ、および／また
は、対処され（handled）うる。例えば、ＵＥは、ＣＳＩフィードバックおよびＣｏＭＰ
セット管理のためのＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチングを実行することがあ
り、ＲＬＭ／ＲＲＭのためのＣＳＩ－ＲＳ構成のためのディレートマッチングは実行しな
いことがありうる。
【００５８】
　[0063]　ＵＥは、そのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成および／または構成されたＣＳＩ
－ＲＳ構成に基づいて１つまたは複数の物理チャネルのためのディレートマッチングを実
行しうる。例えば、ＵＥは、ＰＤＳＣＨまたはｅＰＤＣＣＨ、またはＰＤＳＣＨとｅＰＤ
ＣＣＨの両方、またはその他の物理チャネル、または物理チャネルの任意の組み合わせの
ためのディレートマッチングを実行しうる。ＵＥは、すべての物理チャネルについて同じ
方法でディレートマッチングを実行しうる。代替的に、ＵＥは、異なる物理チャネルにつ
いて異なる方法でディレートマッチングを実行しうる。
【００５９】
　[0064]　ＵＥはまた、所与の物理チャネルの異なるタイプについて異なる方法でディレ
ートマッチングを実行しうる。例えば、ＰＤＳＣＨの異なるタイプはサポートされうる。
異なるＰＤＳＣＨタイプは、（ｉ）すべてのＵＥに送られるブロードキャストＰＤＳＣＨ
、対（versus）、指定のＵＥに送られるユニキャストＰＤＳＣＨ、（ｉｉ）ダウンリンク
サブフレームの制御領域における共有サーチ空間（common search space）を介してスケ
ジューリングされるＰＤＳＣＨ、対、制御領域におけるＵＥ特有のサーチ空間を介してス
ケジューリングされるＰＤＳＣＨ、（ｉｉｉ）ＣｏＭＰのための複数のセルによって送ら
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れるＰＤＳＣＨ、対、ＣｏＭＰなしに１つのセルによって送られるＰＤＳＣＨ、（ｉｖ）
ほとんど空であるサブフレーム（ＡＢＳ：almost blank subframe）において送られるＰ
ＤＳＣＨ、対、非ＡＢＳサブフレームにおいて送られるＰＤＳＣＨ、（ｖ）対応する制御
チャネルなしに送られるＰＤＳＣＨ（例えば、半永続的にスケジューリングされたＰＤＳ
ＣＨ）、対、対応する制御チャネルにより（with）送られるＰＤＳＣＨ、および（ｖｉ）
他のタイプのＰＤＳＣＨ、を含みうる。
【００６０】
　[0065]　一例において、ＵＥは、すべてのタイプのＰＤＳＣＨのために同様の方法でデ
ィレートマッチングを実行しうる。別の例において、ＵＥは、異なるタイプのＰＤＳＣＨ
について異なる方法でディレートマッチングを実行しうる。例えば、ＵＥは、（アクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成のみに基づく代わりに、）ＵＥのためのすべての構成されたＣＳＩ
－ＲＳ構成に基づいてブロードキャストＰＤＳＣＨのためのディレートマッチングを実行
しうる。ＵＥは、ＵＥのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成のみに基づいてユニキャス
トＰＤＳＣＨのためのディレートマッチングを実行しうる。別の例として、ＵＥは、すべ
ての構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて対応する制御チャネルなしにＰＤＳＣＨのた
めのディレートマッチングを実行しうる。ＵＥは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成のみに
基づいて対応する制御チャネルを有するＰＤＳＣＨのためのディレートマッチングを実行
することができ、これは対応する制御チャネルを介して示されることができる。
【００６１】
　[0066]　ＵＥは、さまざまな方法でｅＰＤＣＣＨのためのディレートマッチングを実行
しうる。一例において、ＵＥは、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成のみに基づいてｅＰＤＣ
ＣＨのためのディレートマッチングを実行しうる。別の例において、ＵＥは、すべての構
成されたＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてｅＰＤＣＣＨのためのディレートマッチングを実行
しうる。
【００６２】
　[0067]　一例において、ＵＥは、ＰＤＳＣＨおよびｅＰＤＣＣＨのために同様の方法で
ディレートマッチングを実行しうる。例えば、ＵＥは、構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成の代
わりにアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＰＤＳＣＨおよびｅＰＤＣＣＨのための
ディレートマッチングを実行しうる。別の例において、ＵＥは、ＰＤＳＣＨおよびｅＰＤ
ＣＣＨのために異なる方法でディレートマッチングを実行しうる。例えば、ＵＥは、アク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＰＤＳＣＨのためのディレートマッチングを実行す
ることができ、構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてｅＰＤＣＣＨのためのディレート
マッチングを実行することができる。
【００６３】
　[0068]　ＣＳＩフィードバックのために、ＵＥは、（ｉ）チャネル推定のためのＣＳＩ
－ＲＳ構成の１つまたは複数のセットと（ｉｉ）干渉推定のためのＣＳＩ－ＲＳ構成の１
つまたは複数のセットで構成されうる。ＵＥは、チャネル推定のために指定されたＣＳＩ
－ＲＳ構成の（複数を含む）セットに基づいてチャネル推定を実行することができ、また
、干渉推定のために指定されたＣＳＩ－ＲＳ構成の（複数を含む）セットに基づいて干渉
推定を実行することができる。ＵＥはまた、チャネル推定のために指定されたＣＲＳ構成
に基づいてチャネル推定を実行することがあり、干渉推定のために任意のＣＳＩ－ＲＳ構
成で構成されないことがある。
【００６４】
　[0069]　一例において、ＵＥは、１つまたは複数の近隣セルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成
の１つまたは複数のセットをシグナリングされうる。ＵＥは、（複数を含む）近隣セルの
ためのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳのために
干渉を推定しうる。ＵＥは、サービングセルからのＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル測定
および／または干渉測定を行う前に、（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳのため
に推定された干渉をキャンセルしうる。（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳの干
渉消去（interference cancellation）は、ＣＳＩフィードバック、およびＣｏＭＰセッ
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ト管理を、特に多くのセルを有する過度に密集したネットワークにおいて、改善しうる。
【００６５】
　[0070]　ＵＥは、１つまたは複数の近隣セルのためにＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、１
つまたは複数の物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨ）のため
に復号を実行しうる。ＵＥのサービングセルは、（複数を含む）近隣セルのためのＣＳＩ
－ＲＳ構成に基づいて、ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨのためのレートマッチン
グを実行せず、（複数を含む）近隣セルによってＣＳＩ－ＲＳのために使用されるリソー
スエレメント上でＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨを送信しうる。ＵＥは、（複数
を含む）近隣セルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて（複数を含む）近隣セルからのＣ
ＳＩ－ＲＳの影響をキャンセルしうる。例えば、ＵＥは、（複数を含む）近隣セルのため
のＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳのために干渉
を推定しうる。ＵＥは、その後、ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨのために干渉を
キャンセルされた（interference-canceled）シンボルを取得するために（複数を含む）
近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳのため、推定された干渉をキャンセルしうる。ＵＥは、その
後、ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨ上で送られたデータを復元（recover）する
ために干渉をキャンセルされたシンボルを復号しうる。
【００６６】
　[0071]　ここで説明した技法は、さまざまな利点を提供しうる。第一に、ＵＥは、アク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて１つまたは複数の物理チャネルのためのディレート
マッチングを実行することができ、これは、ネットワークオペレーティング状況（networ
k operating conditions）のダイナミクス（dynamics）を反映するために頻繁に変化する
ことができる。第二に、ＵＥは、構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成の代わりにアクティブなＣ
ＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ディレートマッチング、ＣＳＩフィードバック、ＣｏＭＰセ
ット管理等のような通信タスクを実行しうる。改善されたパフォーマンスは、アクティブ
なＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて通信タスクを実行することによって取得されうる。改善さ
れたネットワーク効率は、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を動的に選択し、示すための能
力を用いて取得されうる。
【００６７】
　[0072]　図６は、ＣＳＩ－ＲＳを受信するための典型的なプロセス６００を表す。プロ
セス６００は、（以下で説明されるように）ＵＥによって、または、何らかの他のエンテ
ィティによって実行されうる。ＵＥは、ＵＥのために構成された複数のＣＳＩ－ＲＳ構成
を示す第１のシグナリングを受信しうる（ブロック６１２）。ＵＥは、ＵＥのための少な
くとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグナリングを受信しうる（ブ
ロック６１４）。少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成のすべてまたはサブセットを含みうる。第２のシグナリングは、個別のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成、またはＣＳＩ－ＲＳ構成のセット、またはＣＳＩ－ＲＳ構成のグループに関連し
うる。ＵＥは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて
、少なくとも１つの通信タスクを実行しうる（ブロック６１６）。
【００６８】
　[0073]　一例において、ＵＥは、ＵＥのために構成された複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を示
す上位レイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）を受信しうる。ＵＥは、ＵＥ
のための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す下位レイヤシグナリング
を受信しうる。第２のシグナリングは、物理チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤ
ＣＣＨ）上でまたはＭＡＣを介して送られた制御情報を備えうる。複数のＣＳＩ－ＲＳ構
成は、ＵＥのために静的にまたは半静的に構成されることができ、ＵＥのための通信セッ
ションの間まれに変化することができる（例えば、いくつかの最低限の数のフレームまた
はサブフレームのあと）または全く変化しないことができる。少なくとも１つのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＵＥのための通信セッションの間、動的に（例えば、場合によ
ってはサブフレームレベルで）変化しうる。
【００６９】



(24) JP 2015-524641 A 2015.8.24

10

20

30

40

50

　[0074]　第２のシグナリングは、さまざまな方法で送られうる。ＵＥは、セルにおける
すべてのＵＥへ送られたブロードキャストチャネル、またはＵＥへ送られたユニキャスト
チャネル、またはＵＥを含むＵＥのグループに送られたマルチキャストのチャネルを介し
て第２のシグナリングを受信しうる。ＵＥはまた、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成と他の
方法で構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成を搬送するシグナリングを受信しうる。
【００７０】
　[0075]　一例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも２
つのセットを含みうる。ＣＳＩ－ＲＳ構成の各セットは、ＵＥによって、例えば、ディレ
ートマッチング、ＣＳＩフィードバック、ＣｏＭＰセット管理、ＲＬＭ／ＲＲＭ等の１つ
または複数の通信タスクと関連付けられうる。各セットは、１つまたは複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成を含みうる。一例において、第２のシグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくと
も２つのセットのための少なくとも２ビットを有するビットマップを備えうる。ビットマ
ップの各ビットは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられたセットがＵＥのためにアクティブ
であるかを示しうる。
【００７１】
　[0076]　別の例において、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのグループは、ＣＳＩ－
ＲＳ構成の少なくとも２つのセットに基づいて形成されうる。ＣＳＩ－ＲＳ構成の各グル
ープは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのセットを含みうる。第２のシグナリングは
、ＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのグループのための少なくとも１ビットを有するビ
ットマップを備えうる。ビットマップの各ビットは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の関連付けられた
グループがＵＥのためにアクティブであるかを示しうる。ＵＥのための少なくとも１つの
アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す第２のシグナリングはまた、他の方法で送られうる
。
【００７２】
　[0077]　複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットは、ＵＥのためにアクティ
ブにされるおよび非アクティブにされることができる。一例において、複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成は、（ｉ）ＵＥのために常にアクティブであるＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のサブセッ
トおよび（ｉｉ）ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされることがで
きるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットを含みうる。第２のシグナリングは、ＣＳＩ－
ＲＳ構成の第２のサブセットにおいて少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を
示しうる。
【００７３】
　[0078]　一例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスク（例えば、ディ
レートマッチング）のためにアクティブであり、第２の通信タスク（例えば、ＣＳＩフィ
ードバック）のために非アクティブ（inactive）である、ＣＳＩ－ＲＳ構成を含みうる。
別の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにさ
れるまたは非アクティブにされることができ、第２の通信タスクのために常にアクティブ
である、ＣＳＩ－ＲＳ構成を含みうる。さらに別の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成
は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされることがで
きる第１のＣＳＩ－ＲＳ構成と、第２の通信タスクのために常にアクティブである第２の
ＣＳＩ－ＲＳ構成とを含みうる。さらに別の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第
１のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットと、第２のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ
構成の第２のセットを含みうる。ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成は、ＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットまたは第２のセットの何れかを備えうる。ア
クティブなＣＳＩ－ＲＳ構成はまた、他の方法で定義づけられうる。
【００７４】
　[0079]　ブロック６１６の一例において、ＵＥは、ＵＥのための少なくとも１つのアク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＣＳＩフィードバックを決定しうる。代替的にまた
は加えて、ＵＥは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づ
いて、少なくとも１つの物理チャネルのためのディレートマッチングを実行しうる。一例
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において、ＵＥは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づ
いて、第１の物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨまたはユニキャストＰＤＳＣＨ）のため
のディレートマッチングを実行しうる。ＵＥは、ＵＥのために構成された複数のＣＳＩ－
ＲＳ構成に基づいて第２の物理チャネル（例えば、ｅＰＤＣＣＨまたはブロードキャスト
ＰＤＳＣＨ）のためのディレートマッチングを実行しうる。別の例において、ＵＥは、少
なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、第１および第２の物理チャネ
ルのために同一の方法でディレートマッチングを実行しうる。ＵＥはまた、ＵＥのための
少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて干渉を推定しうる。
【００７５】
　[0080]　一例において、ＵＥは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のＣＳＩ－ＲＳタイプを決定
しうる。ＵＥは、第１のＣＳＩ－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を考慮し、第２のＣＳＩ
－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成を考慮しないことによって通信タスク（例えば、ディレ
ートマッチング）を実行しうる。
【００７６】
　[0081]　一例において、ＵＥは、少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの
ＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリングを受信しうる。ＵＥは、（複数を含む）近隣セルの
ための少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて（複数を含む）近隣セルからのＣＳ
Ｉ－ＲＳのための干渉消去を実行しうる。（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳの
ための干渉消去を実行したあと、ＵＥは、ＣＳＩフィードバックを決定し、および／また
は、少なくとも１つの物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨ）
を復号しうる。
【００７７】
　[0082]　図７は、ＣＳＩ－ＲＳを送るための典型的なプロセス７００を表す。プロセス
７００は、（以下で説明されるような）セル／基地局によって、または、何らかの他のエ
ンティティによって実行されうる。セルは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を有するＵＥを構成
するために第１のシグナリングを送りうる（ブロック７１２）。セルは、ＵＥのための少
なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すために第２のシグナリングを送りう
る（ブロック７１４）。少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットを含みうる。セルは、ＵＥのための少なくとも１
つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、少なくとも１つの通信タスクを実行しう
る（ブロック７１６）。
【００７８】
　[0083]　一例において、セルは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成を有するＵＥを構成するため
に上位レイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）を送りうる。セルは、ＵＥの
ための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示すための下位レイヤシグナリ
ングを送りうる。下位レイヤシグナリングは、物理チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨまたは
ｅＰＤＣＣＨ）上でまたはＭＡＣを介して送られた制御情報を備えうる。セルは、セルに
おけるすべてのＵＥへ送られたブロードキャストチャネル、またはＵＥへ送られたユニキ
ャストチャネル、またはＵＥを含むＵＥのグループに送られたマルチキャストのチャネル
を介して第２のシグナリングを送りうる。第２のシグナリングは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の各
セットのための１ビットまたはＣＳＩ－ＲＳ構成の少なくとも１つのセットの各グループ
のための１ビットを有するビットマップを備えうる。第２のシグナリングはまた、他の情
報を備えうる。
【００７９】
　[0084]　複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてまたはサブセットは、ＵＥのためにアクティ
ブにされるおよび非アクティブにされることができる。一例において、複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成は、（ｉ）ＵＥのために常にアクティブであるＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のサブセッ
トおよび（ｉｉ）ＵＥのためにアクティブにされるまたは非アクティブにされることがで
きるＣＳＩ－ＲＳ構成の第２のサブセットを含みうる。第２のシグナリングは、ＣＳＩ－
ＲＳ構成の第２のサブセットにおいて少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を
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示しうる。
【００８０】
　[0085]　一例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の通信タスク（例えば、レー
トマッチング）のためにアクティブであり、第２の通信タスク（例えば、ＣＳＩ報告）の
ために非アクティブである、ＣＳＩ－ＲＳ構成を含みうる。別の例において、複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成は、第１の通信タスクのためにアクティブにされるまたは非アクティブにさ
れることができ、第２の通信タスクのために常にアクティブである、ＣＳＩ－ＲＳ構成を
含みうる。さらに別の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、（ｉ）第１の通信タスク
のためにアクティブにされるまたは非アクティブにされることができる第１のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成と、（ｉｉ）第２の通信タスクのために常にアクティブである第２のＣＳＩ－ＲＳ
構成とを含みうる。さらに別の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１のセルのた
めのＣＳＩ－ＲＳ構成の第１のセットと、第２のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ構成の第２の
セットを含みうる。ＵＥのための少なくとも１つのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成は、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ構成の第１または第２のセットの何れかを含みうる。
【００８１】
　[0086]　ブロック７１６の一例において、セルは、ＵＥのための少なくとも１つのアク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＵＥによって決定されたＣＳＩフィードバックを受
信しうる。代替的にまたは加えて、セルは、ＵＥのための少なくとも１つのアクティブな
ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、少なくとも１つの物理チャネルのためのレートマッチング
を実行しうる。一例において、セルは、（ｉ）ＵＥのための少なくとも１つのアクティブ
なＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、第１の物理チャネル（例えば、ＰＤＳＣＨまたはユニキ
ャストＰＤＳＣＨ）、および（ｉｉ）ＵＥのために構成された複数のＣＳＩ－ＲＳ構成に
基づいて、第２の物理チャネル（例えば、ｅＰＤＣＣＨまたはブロードキャストＰＤＳＣ
Ｈ）のためのレートマッチングを実行しうる。別の例において、セルは、第１および第２
の物理チャネルのために同様の方法でレートマッチングを実行しうる。
【００８２】
　[0087]　一例において、セルは、複数のＣＳＩ－ＲＳ構成のＣＳＩ－ＲＳタイプを決定
しうる。セルは、第１のＣＳＩ－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づき、第２のＣＳＩ
－ＲＳタイプのＣＳＩ－ＲＳ構成には基づかずに通信タスク（例えば、レートマッチング
）を実行しうる。
【００８３】
　[0088]　一例において、セルは、少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの
ＣＳＩ－ＲＳ構成を示すシグナリングを送りうる。ＵＥは、（複数を含む）近隣セルのた
めの少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて（複数を含む）近隣セルからのＣＳＩ
－ＲＳのための干渉消去を実行しうる。
【００８４】
　[0089]　図８は、基地局／ｅＮＢ １１０ｘおよびＵＥ １３０ｘのブロック図を表し、
それは図１におけるｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つでありうる。ＵＥ １３
０ｘ内で、受信機８１０は、基地局、中継器等によって送信された信号を受信しうる。モ
ジュール８１２は、基地局１１０ｘおよび／または他の基地局から基準信号（例えば、Ｃ
ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ等）を受信しうる。モジュール８１４は、ＵＥ １３０ｘのために構
成されたＣＳＩ－ＲＳ構成を搬送する上位レイヤシグナリングと、ＵＥ １３０ｘのため
のアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を搬送する下位レイヤシグナリングとを受信しうる。モ
ジュール８１６は、受信されたシグナリングに基づいてＵＥ １３０ｘのためのアクティ
ブなＣＳＩ－ＲＳ構成および構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成を決定しうる。モジュール８１
８は、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてディレートマッチングを実行することが
でき、ディレートマッチングの後に復号を実行することができる。モジュール８２２は、
チャネル推定のために指定されたＵＥ １３０ｘのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
に基づいてチャネル推定を実行しうる。モジュール８２２はまた、干渉推定のために指定
されたアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて干渉推定を実行しうる。モジュール８１
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８および／または８２２は、復号またはチャネル推定を実行する前に近隣セルのためのＣ
ＳＩ－ＲＳ構成に基づいて近隣セルからＣＳＩ－ＲＳのための干渉消去を実行しうる。モ
ジュール８２４は、チャネル推定および干渉推定のための測定に基づいてＣＳＩフィード
バックを決定しうる。モジュール８２４は、対象の（interest）１つまたは複数のキャリ
アのためのＣＳＩを報告しうる。送信機８２０は、他の情報と同様に、ＣＳＩも送信しう
る。ＵＥ １３０ｘ内のさまざまなモジュールは、上述したように動作しうる。コントロ
ーラ／プロセッサ８２８は、ＵＥ １３０ｘ内のさまざまなモジュールの動作を指示しう
る。メモリ８２６は、ＵＥ １３０ｘに対する、データおよびプログラムコードを記憶し
うる。
【００８５】
　[0090]　基地局１１０ｘ内で、モジュール８５６は、ＣＳＩ－ＲＳ構成を有するＵＥ 
１３０ｘを構成することができ、ＵＥ １３０ｘのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成
を決定することができる。モジュール８５４は、構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成を搬送する
上位レイヤシグナリングと、ＵＥ １３０ｘのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を搬
送する下位レイヤシグナリングとを生成しうる。モジュール８５４は、ＵＥ １３０ｘへ
シグナリングを送りうる。モジュール８５８は、ＵＥ １３０ｘへ送られた制御情報およ
び／またはデータをエンコードすることができ、ＵＥ １３０ｘのためのアクティブなＣ
ＳＩ－ＲＳ構成に基づいてレートマッチングを実行することができる。モジュール８５２
は、ＵＥ １３０ｘのためにアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＣＳＩ－ＲＳを生
成および送りうる。送信機８５０は、ＣＳＩ－ＲＳ、シグナリング、データおよび／また
は他の情報を備える１つまたは複数のダウンリンク信号を送信しうる。受信機８６０は、
ＵＥ １３０ｘおよび他のＵＥによって送信されたアップリンク信号を受信しうる。モジ
ュール８６２は、アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＵＥ １３０ｘによって決定
されたＣＳＩフィードバックを受信しうる。モジュール８６４は、ＣＳＩに基づいてデー
タ送信のためにＵＥ １３０ｘをスケジューリングしうる。基地局１１０ｘ内のさまざま
なモジュールは、上述したように動作しうる。コントローラ／プロセッサ８６６は、基地
局１１０ｘ内のさまざまなモジュールの動作を指示しうる。メモリ８６８は、基地局１１
０ｘのためのデータおよびプログラムコードを記憶しうる。
【００８６】
　[0091]　図８におけるモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイ
ス、電子コンポーネント、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコー
ド等、または、それらの任意の組み合わせを備えうる。
【００８７】
　[0092]　
　図９は、基地局／ｅＮＢ １１０ｙおよびＵＥ １３０ｙのブロック図を表し、それは、
図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つでありうる。基地局１
１０ｙは、Ｔ個のアンテナ９３４ａから９３４ｔを装備されることができ、ＵＥ １３０
ｙは、Ｒ個のアンテナ９５２ａから９５２ｒを装備されることができ、ここで、一般的に
、Ｔ≧１およびＲ≧１である。
【００８８】
　[0093]　基地局１１０ｙでは、送信プロセッサ９２０は、１つまたは複数のＵＥへ送信
のためのデータソース９１２からデータを受信し、そのＵＥのために選択された１つまた
は複数の変調およびコーディング方式に基づいて各ＵＥのためのデータを処理（例えば、
エンコードおよび変調）し、すべてのＵＥのためにデータシンボルを提供しうる。送信プ
ロセッサ９２０はまた、制御情報（例えば、スケジューリンググラント（scheduling gra
nts）、構成メッセージ、シグナリング等）を処理し、制御シンボルを提供しうる。制御
情報は、ＣＳＩ－ＲＳ構成を有するＵＥ １３０ｙを構成するために上位レイヤシグナリ
ングおよびＵＥ １３０ｙのためのアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す下位レイヤシグ
ナリングを含みうる。プロセッサ９２０はまた、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ等のような１つま
たは複数の基準信号のための基準シンボル（reference symbols）を生成しうる。送信（
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ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ９３０は、データシンボル、制御シンボル、
および／または（適用可能な場合）基準信号をプリコーディングし、Ｔ個の出力シンボル
ストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）９３２ａから９３２ｔへ提供しうる。各変調器９３
２は、（例えば、ＯＦＤＭ等のために）その出力シンボルストリームを処理し、出力サン
プルストリームを取得しうる。各変調器９３２は、その出力サンプルストリームをさらに
調整（例えば、アナログ変換、増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）し、ダ
ウンリンク信号を取得しうる。変調器９３２ａから９３２ｔからのＴ個のダウンリンク信
号は、それぞれ、Ｔ個のアンテナ９３４ａから９３４ｔを介して送信されうる。
【００８９】
　[0094]　ＵＥ １３０ｙでは、アンテナ９５２ａから９５２ｒが、ダウンリンク信号を
基地局１１０ｙおよび／または他の基地局から受信することができ、それぞれ、受信され
た信号を復調器（ＤＥＭＯＤ）９５４ａから９５４ｒに提供することができる。各復調器
９５４は、その受信された信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバー
ト、およびデジタル化）し、入力サンプルを取得しうる。各復調器９５４は、（例えば、
ＯＦＤＭ等のために）入力サンプルをさらに処理し、受信されたシンボルを取得しうる。
ＭＩＭＯ検出器９５６は、受信されたシンボルをすべてのＲ個の復調器９５４ａから９５
４ｒから取得し、受信されたシンボル上でＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを
提供しうる。受信プロセッサ９５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調および
復号）し、復号されたデータを取得しうる。受信プロセッサ９５８は、ＣＳＩ－ＲＳ構成
を有するＵＥ １３０ｙを構成する上位レイヤシグナリングおよびＵＥ １３０ｙのための
アクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成を示す下位レイヤシグナリングを取得しうる。受信プロセ
ッサ９５８は、ＵＥ １３０ｙのための構成されたＣＳＩ－ＲＳ構成および／またはアク
ティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、ＰＤＳＣＨ、ｅＰＤＣＣＨ、および／または他の
物理チャネルのためのディレートマッチングを実行しうる。受信プロセッサ９５８は、Ｕ
Ｅ １３０ｙのために復号されたデータをデータシンク９６０に提供し、復号された制御
情報をコントローラ／プロセッサ９８０に提供しうる。チャネルプロセッサ９８４は、Ｕ
Ｅ １３０ｙのためにアクティブなＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて、これらのキャリア上で
受信されたＣＳＩ－ＲＳに基づいて異なるキャリアのためのチャネル推定および／または
干渉推定を実行しうる。チャネルプロセッサ９８４および／またはコントローラ９８０は
、チャネル推定および／または干渉推定のための測定に基づいて対象の各キャリアのため
のＣＳＩを決定しうる。
【００９０】
　[0095]　アップリンク上で、ＵＥ １３０ｙにおいて、送信プロセッサ９６４は、デー
タソース９６２からのデータおよびコントローラ／プロセッサ９８０からの制御情報（例
えば、ＣＳＩフィードバック等）を受信および処理しうる。プロセッサ９６４はまた、１
つまたは複数の基準信号のための基準シンボルを生成しうる。送信プロセッサ９６４から
のシンボルは、適用可能な場合に、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ９６６によってプリコーデ
ィングされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ等のために）変調器９５４ａから９５４
ｒによってさらに処理され、基地局１１０ｙに送信されうる。基地局１１０ｙでは、ＵＥ
 １３０ｙと他のＵＥとからのアップリンク信号は、アンテナ９３４によって受信され、
復調器９３２によって処理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器９３６によって検出さ
れ、受信プロセッサ９３８によってさらに処理され、復号されたデータと、ＵＥ １３０
ｙおよび他のＵＥによって送られた制御情報とを取得しうる。プロセッサ９３８は、復号
されたデータをデータシンク９３９に、そして、復号された制御情報をコントローラ／プ
ロセッサ９４０に提供しうる。
【００９１】
　[0096]　コントローラ／プロセッサ９４０および９８０は、それぞれ、基地局１１０ｙ
およびＵＥ １３０ｙにおける動作を指示しうる。基地局１１０ｙにおけるプロセッサ９
４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、セルについては図５におけるメ
ッセージフロー５００の一部を、図７におけるプロセス７００を、および／またはここで
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記述した技法に対する他の処理を実行または指示しうる。ＵＥ １３０ｙにおけるプロセ
ッサ９８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、ＵＥについては図５にお
けるメッセージフロー５００の一部を、図６におけるプロセス６００を、および／または
、ここで記述した技法に対する他のプロセスを、実行または指示しうる。メモリ９４２お
よび９８２は、基地局１１０ｙおよびＵＥ １３０ｙのためのデータとプログラムコード
とをそれぞれ記憶しうる。スケジューラ９４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリ
ンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジューリングしうる。
【００９２】
　[0097]　さまざまな異なる技術および技法のうちの任意のものを使用して、情報および
信号が表されうることを、当業者は理解するだろう。例えば、上記の説明を通して参照さ
れうるデータ、命令群、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁界あるいは磁気粒子、光場または光学粒子、あるいはそれら任意の
組み合わせによって表わされうる。
【００９３】
　[0098]　ここでの開示に関連して記述した、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、あるいは双方を組み合わせたものとしてインプリメントされうることを、当業者は
さらに認識するだろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示する
ために、さまざまな例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステ
ップが、一般にそれらの機能の観点から上記で説明されている。このような機能性が、ハ
ードウェアまたはソフトウェアとしてインプリメントされるかは、システム全体に課せら
れている設計制約および特定のアプリケーションに依存する。当業者は、それぞれの特定
のアプリケーションのための方法を変えて、記述した機能性をインプリメントしうるが、
このようなインプリメンテーションの決定は、本開示の範囲から逸脱が生じるとして解釈
されるべきでない。
【００９４】
　[0099]　ここでの開示に関連して記述した、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブルロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジ
ック、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここで記述した機能を実
行するように設計されているこれらの任意の組み合わせでインプリメントまたは実行され
うる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサでありうるが、代替としてプロセッサは任意
の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロプロセッサ、またはステートマシンであり
うる。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連動した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他の任意のそ
のような構成の組み合わせのような、コンピューティングデバイスの組み合わせとしてイ
ンプリメントされうる。
【００９５】
　[00100]　ここでの開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、
ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、ま
たは両者の組み合わせで、具現化されうる。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、
フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、
ハードディスク、リムーブバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当技術分野で知られて
いる任意の他の形態の記憶媒体中に存在しうる。典型的な記憶媒体は、プロセッサが記憶
媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに
結合される。代替においては、記憶媒体はプロセッサに統合されうる。プロセッサおよび
記憶媒体はＡＳＩＣに存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる。代替におい
ては、プロセッサおよび記憶媒体は離散的なコンポーネントとしてユーザ端末内に存在し
うる。
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　[00101]　１つまたは複数の例示的な設計では、記述した機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせでインプリメントされうる
。ソフトウェアでインプリメントされる場合に、機能は、１つまたは複数の命令またはコ
ードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されることができ、あるいは、１つまたは複
数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に送信されることができる。コン
ピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易
にする任意の媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、
汎用コンピュータまたは特殊目的コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な
媒体でありうる。限定ではなく、例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいはその他の光学ディスク記憶装置、磁気
ディスク記憶装置又はその他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令群又はデータ構造の形
態で望ましいプログラムコード手段を搬送又は記憶するために使用されることができ、か
つ、汎用又は特殊用途コンピュータ、あるいは汎用又は特殊用途プロセッサによってアク
セスすることができるその他任意の媒体を備えうる。ここで使用されるディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（disc）、レーザーディスク（
登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（disc
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、ブルーレイ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ディスク（disk）は通常はデータを磁気的に再生し、ディスク（disc）は通常
はデータをレーザで光学的に再生する。先のものを組み合わせたものもまた、コンピュー
タ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９７】
　[00102]　本開示の上述記載は、当業者が本開示を実施または使用することを可能にす
るために提供される。本開示に対するさまざまな変更は、当業者に容易に理解され、ここ
で定義された一般的な原理は、本開示の意図または範囲から逸脱せずに、他の変形例に適
用されることができる。よって、本開示は、ここで説明される例および設計に限定される
ように意図されたものではなく、ここで開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最
大範囲であると認められるべきである。
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